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本
会
の
理
事
会
が
、
去
る
十
月
十
三
日
午
後
二
時

か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
三

帰
依
文
唱
和
に
続
い
て
、
不
破
理
事
長
を
議
長
に
、

成
田
有
恒
・
近
藤
真
道
の
旧
師
を
議
事
録
署
名
人
に

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会

　
議
案
第
＝
弓
「
平
成
十
二
年
度
予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
財
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
川
井
ル
ン
ビ
憾
言
委
員
会

委
員
長
・
櫻
井
国
際
文
化
部
長
か
ら
前
回
の
理
事
会

以
降
の
マ
ヤ
堂
復
元
に
関
す
る
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折

衝
経
過
を
詳
細
に
報
告
し
た
後
、
不
破
議
長
が
、
「
①

『
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定
書
』
の
再
修
正
案
を
ネ
パ

ー
ル
側
へ
提
示
し
、
マ
ヤ
堂
復
元
に
向
け
て
折
衝
を

進
め
て
行
く
こ
と
。
②
考
古
学
調
査
報
告
書
の
作
製

に
つ
い
て
、
上
坂
　
悟
氏
（
考
古
学
者
）
と
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
。
」
の
二
点
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

た
。　
こ
れ
に
対
し
出
席
者
よ
り
、
今
後
の
経
費
予
想
と

折
衝
の
見
込
み
等
の
質
問
が
出
さ
れ
、
川
井
委
員
長

が
、
「
事
業
が
予
想
外
に
長
期
化
し
、
ご
関
係
の

方
々
に
大
変
ご
心
配
を
か
け
て
申
し
訳
な
い
。
」
と

陳
謝
し
、
「
今
後
の
折
衝
に
、
鋭
意
努
力
を
し
て
行

き
た
い
。
」
と
答
え
た
。
更
に
質
疑
応
答
の
後
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

全早本仏教会

無料法律相談室

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

場
所

予
約

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
午
後
一
時
～

明
照
会
館

　
　
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
）

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
　
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五
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議
案
第
三
号
「
政
局
の
動
向
と
政
教
分
離
問
題
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
渡
邊
社
会
部
長
が
、
信
教

の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
（
野
村
盛
彦
委
員
長
）
よ

り
、
自
民
・
自
由
・
公
明
三
党
連
立
政
権
の
発
足
に

対
し
て
、
信
教
の
自
由
を
守
る
立
場
か
ら
、
「
明
確

な
意
志
表
示
と
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
」
と
い
う
意
見
が
具
申
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　
出
席
者
よ
り
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
後
、
自
自

公
連
立
政
権
発
足
に
反
対
を
表
明
し
て
来
た
不
破
理

事
長
の
見
解
に
理
事
会
と
し
て
賛
意
を
表
し
、
今
後

の
対
応
は
更
に
検
討
し
て
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
報
告
事
項

　
①
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
（
照
会
・

文
化
庁
）
（
回
答
・
厚
生
省
）
」

　
吉
橋
財
務
部
長
が
、
厚
生
省
と
文
化
庁
に
対
し
、

再
々
折
衝
し
、
「
宗
教
法
人
は
、
宗
教
法
人
法
の
定

め
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
墓
地
埋
葬
法
並
び
に
新
施

行
規
則
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ

て
閲
覧
請
求
等
に
関
し
て
も
宗
教
法
人
は
、
こ
の
請

求
に
応
じ
る
義
務
は
な
い
。
」
と
回
答
を
得
た
旨
を

報
告
し
た
。

②
「
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
」
報

告

　
野
生
司
総
務
部
長
が
、
本
研
究
会
の
開
催
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　
③
「
都
道
府
県
立
教
会
負
担
金
検
討
委
員
会
」
報

告
吉
橋
財
務
部
長
が
、
去
る
九
月
二
十
九
日
に
開

催
さ
れ
た
本
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

台
湾
大
地
震
義
脚
金
寄
託

　
十
月
二
十
日
、
全
日
本
仏
教
会
は
、
先
に
台
湾
で

発
生
し
た
大
地
震
の
被
災
者
救
援
義
理
金
と
し
て
、

百
万
円
を
台
北
駐
日
経
濟
文
化
代
表
庭
へ
寄
託
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
大
地
震
に
関
し
て
は
、
本
会
加
盟

団
体
も
救
援
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

台北駐日経濟文化代表慮文化組組長　陳燕南氏（左）へ寄託

核
燃
料
加
工
施
設
事
故
に
対
し
て

　　

@　

@
要
望
書
を
提
出

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
茨
城
県
東
海
村
で
発
生
し
た

核
燃
料
加
工
施
設
臨
界
被
爆
事
故
に
対
し
、
不
破
理

事
長
名
で
内
閣
総
理
大
臣
宛
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
要
望
　
書

　
私
た
ち
全
日
本
仏
教
会
は
、
こ
の
度
の
茨
城
県
東
海
村
に
お
け

る
核
燃
料
加
工
施
設
臨
界
被
爆
事
故
に
対
し
、
被
害
者
の
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
強
く
遺
憾
の
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
原
子
力
の
持
つ
有
要
性
は
、
現
在
の
我
が
国
に
お
い
て
す
べ
て

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
反
面
、

そ
の
危
険
性
も
充
分
考
慮
さ
れ
て
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
今
回
の
事
故
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
つ
れ
、

原
子
力
行
政
に
対
す
る
私
た
ち
の
信
頼
を
裏
切
る
事
実
が
明
白
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
核
事
故
に
お
け
る
被
害
は
、
単
に
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
危
険
の
可
能
性
は
拭
い

さ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
故
、
事
故
は
絶
対
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

安
全
に
対
す
る
配
慮
は
十
二
分
に
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
で
あ
る
J
C
O
に
お
い
て

は
安
全
性
を
無
視
し
た
ず
さ
ん
な
作
業
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
国
民
の
安
全
を
守
る
べ
き
政
府
や
行
政
機

関
が
そ
の
よ
う
な
実
態
を
看
過
し
た
き
た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
国
民
が
安
全
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
は
、
国
が
保
証
す
べ
き
基

本
的
人
権
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
対
し
て
充
分
な
対
応
を
講
じ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

様
な
事
故
が
再
発
せ
ぬ
よ
う
国
と
し
て
充
分
な
管
理
体
制
の
確
立

を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
一
九
九
九
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
　
不
破
仁
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宗
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ム

宗
教
法
人
非
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税
制
の
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を
探
る
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面
日
本
宗
教
連
盟
輔

　
平
成
十
一
年
十
月
十
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
立

正
佼
成
会
セ
レ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、
日
本
宗
教
連

盟
主
催
に
よ
る
、
第
十
六
回
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
「
宗
教
法
人
非
課
税
制
の
原
点

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
成
蹟
大
学
名
誉
教
授
・
税
務

会
計
研
究
学
会
会
長
、
武
田
昌
輔
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。
以
下
要
旨
を
ご
紹
介
す
る
。
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
法
人
税
法
上
、
法
人
は
六
種
に
分
け
ら
れ
る
。
①

普
通
法
人
は
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
な
ど
の
一
般

の
会
社
の
他
、
特
殊
法
人
が
含
ま
れ
る
。
②
公
共
法

人
は
、
政
府
が
全
額
出
資
し
て
い
る
法
人
で
、
営
団

な
ど
を
い
う
。
③
公
益
法
人
等
と
は
、
通
常
、
民
法

第
三
十
四
条
に
よ
る
財
団
法
人
、
社
団
法
人
な
ど
の

他
に
、
宗
教
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

④
協
同
組
合
等
は
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組

合
等
を
指
す
。
⑤
人
格
の
な
い
社
団
等
と
は
、
法
人

格
を
持
っ
て
い
な
い
社
団
、
ま
た
は
財
団
を
指
し
、

具
体
的
に
は
政
党
、
会
社
の
中
の
互
助
会
、
大
学
の

運
動
部
、
文
化
部
な
ど
を
い
う
。
法
人
税
法
上
か
ら

は
、
こ
れ
ら
も
法
人
と
み
な
す
。
⑥
外
国
法
人
と
は
、

外
国
の
会
社
が
日
本
に
拠
点
を
お
い
て
活
動
し
て
い

る
法
人
を
指
す
。

　
こ
れ
ら
の
分
類
に
基
づ
い
て
課
税
の
区
分
け
が
行

わ
れ
て
い
る
。
①
普
通
法
人
の
株
式
会
社
に
は
、
全

体
の
利
益
に
対
し
て
、
国
税
だ
け
で
現
在
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
も
の
高
い
税
率
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
地
方

税
も
入
れ
る
と
、
現
在
全
体
で
四
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
る
。
②
公
共
法
人
は
国
が
出
資
者
で
あ
る
の
で

課
税
が
さ
れ
な
い
。
③
の
公
益
法
人
等
に
は
、
全
体

で
な
く
、
収
益
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
対
し
て
二

十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
課
税
が
行
わ
れ
る
。

　
④
協
同
組
合
等
に
対
し
て
は
、
全
て
の
利
益
に
対

し
て
課
税
が
行
わ
れ
る
。
公
益
法
人
と
違
う
点
は
、

例
え
ば
公
益
法
人
等
が
土
地
を
売
却
し
た
場
合
、
こ

れ
は
収
益
事
業
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
課
税
も
な

い
。
し
か
し
協
同
組
合
等
が
土
地
を
売
却
す
る
と
、

そ
の
売
却
益
に
課
税
さ
れ
る
。
た
だ
し
普
通
法
人
と

は
税
率
が
異
な
り
、
二
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
が

適
用
さ
れ
る
。
⑤
人
格
の
な
い
社
団
と
は
会
員
の
集

合
体
で
あ
る
か
ら
、
本
来
会
員
一
人
一
人
に
財
産
を

分
け
て
課
税
す
る
他
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
は
小
さ

な
税
額
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
昭
和
三
十
二
年

の
税
制
改
正
で
、
人
格
の
な
い
社
団
も
法
人
と
み
な

し
、
収
益
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
所

得
に
対
し
て
一
般
の
普
通
法
人
並
に
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
税
金
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
⑥
外
国
法
人
に
対
し
て
は
、
外
国
の
公
益
法
人
が

日
本
に
来
て
事
業
を
行
う
場
合
は
日
本
の
公
益
法
人

並
に
、
ま
た
外
国
の
株
式
会
社
が
日
本
で
事
業
を
行

う
場
合
は
、
日
本
の
株
式
会
社
な
み
に
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
。

　
次
に
、
公
益
法
人
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
、
法

人
税
法
第
三
表
に
、
該
当
す
る
法
人
の
名
前
が
あ
る
。

そ
の
中
に
、
宗
教
法
人
（
宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
一
二
六
号
）
）
も
あ
る
。
そ
し
て
法
人
税

法
七
条
に
、
「
収
益
事
業
に
課
税
し
、
収
益
事
業
以
外

の
事
業
に
は
課
税
し
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
、

　
宗
教
法
人
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
大
蔵

省
令
で
収
益
事
業
以
外
の
も
の
に
課
税
さ
れ
な
い
と

規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
四
年
に
米
国
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
の
、
シ
ヤ
ゥ
プ
氏
を
団
長
と
す
る
税
制

使
節
団
が
来
日
、
日
本
の
税
制
に
関
す
る
勧
告
書
を

提
出
し
、
そ
の
中
で
公
益
法
人
に
対
し
て
も
収
益
事

業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
対
し
て
は
、
税
金
を
か
け
る

べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
昭

和
二
十
五
年
に
大
規
模
な
税
制
改
正
が
行
わ
れ
、
公

一4一
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益
法
人
に
も
全
般
的
に
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
八
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
公
益
法
人
で
年

間
収
入
が
八
千
万
円
以
上
あ
る
場
合
は
、
収
支
計
算

書
を
作
成
し
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

本
来
納
税
の
義
務
の
な
い
公
益
法
人
に
収
支
計
算
書

を
提
出
せ
よ
と
い
う
の
は
問
題
で
あ
る
。

　
公
益
法
人
等
の
収
益
事
業
に
対
す
る
課
税
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
あ
る
事
業
を
行
う
場
合
に
株
式
会
社

で
は
利
益
が
出
る
と
、
約
半
分
が
税
金
で
も
っ
て
い

か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
公
益
法
人
が
同
じ
事
業
を

お
こ
な
っ
て
収
益
が
あ
が
っ
た
場
合
、
税
金
が
ゼ
ロ

で
は
、
競
争
関
係
に
お
け
る
中
立
性
が
保
た
れ
な
い

の
で
は
と
い
う
議
論
が
あ
る
。

　
ま
た
国
税
庁
に
よ
る
、
収
益
事
業
に
つ
い
て
の
取

り
扱
い
通
達
の
中
で
は
、
宗
教
法
人
、
学
校
法
人
等

の
物
品
販
売
に
つ
い
て
、
お
守
り
、
お
札
、
お
み
く

じ
等
は
売
価
と
仕
入
れ
原
価
と
の
関
係
か
ら
み
て
、

実
質
は
喜
捨
金
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
販
売
は

物
品
販
売
業
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

宗
教
法
人
以
外
の
者
が
一
般
の
物
品
販
売
業
と
し
て

販
売
で
き
る
性
質
を
有
す
る
も
の
（
絵
は
が
き
、
線

香
、
ろ
う
そ
く
、
供
花
な
ど
）
を
こ
れ
ら
の
一
般
の

物
品
販
売
業
と
お
お
む
ね
同
様
の
価
格
で
参
詣
人
等

に
販
売
し
て
い
る
場
合
の
そ
の
販
売
は
、
物
品
販
売

業
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
益
法
人
等
が
専
ら
会
員
の
研
修
そ
の
他

の
主
た
る
目
的
と
す
る
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
と
し
て
設
置
し
た
宿
泊
施
設
が
、
①
利
用

が
専
ら
当
該
公
益
法
人
等
の
主
た
る
目
的
と
す
る
事

業
の
遂
行
に
関
連
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
宿
泊
施
設
が
多
人
数
で
共
用
す
る
構
造
及
び

設
備
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
③
利
用
者
か

ら
受
け
る
宿
泊
料
の
額
が
す
べ
て
の
利
用
者
に
つ
い

て
一
泊
千
円
（
食
事
を
提
供
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

二
食
付
き
で
千
五
百
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。
（
こ

れ
は
昭
和
二
十
五
、
六
年
頃
の
水
準
）
こ
う
し
た
要

件
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
の
経
営
は
旅
館
業
に
該

当
し
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
宗
教
法
人
が
神
前
結
婚
、
仏
前
結
婚
等
の

挙
式
を
行
う
行
為
で
本
来
の
宗
教
活
動
の
一
部
と
認

め
ら
れ
る
も
の
は
収
益
事
業
に
該
当
し
な
い
が
、
挙

式
後
の
披
露
宴
に
お
け
る
飲
食
物
の
提
供
、
挙
式
の

た
め
の
衣
裳
そ
の
他
の
物
品
の
貸
付
、
記
念
写
真
の

撮
影
及
び
こ
れ
ら
の
行
為
の
あ
っ
せ
ん
並
び
に
こ
れ

ら
の
用
に
供
す
る
た
め
の
不
動
産
貸
付
及
び
席
貸
し

の
事
業
は
、
収
益
事
業
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

　
一
八
九
九
年
に
法
人
に
対
す
る
課
税
が
は
じ
ま
る

が
、
公
益
法
人
は
収
益
事
業
を
行
わ
な
く
て
も
、
基

金
の
利
息
、
株
の
配
当
な
ど
で
十
分
や
っ
て
い
け
た
。

つ
ま
り
公
益
法
人
は
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
と
い
う

こ
と
が
事
実
上
前
提
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
後

に
な
り
、
基
金
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
く
な
り
、

財
政
上
の
理
由
で
収
益
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
公
益
法
人
に
は
株
主
が
い
な
い
の
で
、
株
主
に
利

益
を
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
得
た
利
益
は

公
益
事
業
や
宗
教
活
動
の
た
め
の
施
設
等
に
使
う
と

い
う
こ
と
が
使
命
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
課
税
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
出
て
く
る
。

　
公
益
法
人
に
対
す
る
税
率
は
普
通
法
人
等
よ
り
低

く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
収
益
事
業
か
ら
公
益
事
業
の

方
へ
資
金
を
提
供
（
み
な
し
寄
付
金
）
す
る
と
い
う

場
合
は
、
一
定
の
限
度
、
現
在
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
は
非
課
税
で
残
り
に
対
し
て
も
税
率
二
十
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
と
一
般
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
低
、

く
押
さ
え
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
税
金
は
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
社
会
成
立
の

た
め
の
会
費
で
あ
る
。
優
遇
税
制
と
は
、
あ
る
者
を

優
遇
す
る
と
残
っ
た
者
が
会
費
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
一
部
で
公
益
法
人
が
事
件
を
起
こ
し
新
聞
を
に
ぎ

わ
す
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
例
外
的
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
公
益
法
人
全
体
と
し
て
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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第
十
九
回
　
同
和
研
修
会

仏
教
と
ケ
ガ
レ
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日
、

　
さ
る
十
月
二
十
八
日
、
臨
済
宗
妙
心
寺
花
園
会
館

に
て
、
第
十
九
回
同
和
研
修
会
が
、
二
十
七
団
体
七

十
八
名
参
加
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
「
仏
教
と
ケ
ガ
レ
に
つ
い
て
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
最
近
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ガ
レ

の
観
念
に
つ
い
て
、
仏
教
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
午
前
十
時
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
不
破
理
事
長
、

佐
々
木
同
和
委
員
長
、
妙
心
寺
派
藤
原
教
学
部
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
午
前
中
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
信
寺
前
住
職

で
あ
り
、
全
乳
の
前
同
和
委
員
長
で
も
あ
る
田
中
郁

朗
師
よ
り
「
仏
教
と
ケ
ガ
レ
」
と
題
し
て
、
講
演
い

た
だ
い
た
。
以
下
は
、
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

田中　郁朗師

　
　
　
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
花
園
会
館

　
「
差
別
の
問
題
、
賎
民
と
い
う
制
度
の
機
軸
に
あ

る
の
は
貴
賎
と
浄
械
の
観
念
で
あ
る
。
し
か
し
両
者

を
併
せ
持
つ
の
は
イ
ン
ド
と
日
本
だ
け
で
あ
る
と
い

う
。
沖
浦
和
光
氏
は
そ
の
著
書
で
、
仏
教
伝
来
が
日

本
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
点
を

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
ケ
ガ
レ
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
な
ど
に
そ
の
始

ま
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ
め
は
ツ
ミ
と
ケ

ガ
レ
が
混
然
と
し
て
お
り
、
生
産
の
阻
害
、
残
虐
行

為
、
汚
染
行
為
、
異
常
体
な
ど
様
々
な
も
の
が
ツ
ミ

ケ
ガ
レ
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
今
に
伝
わ
る
五
稜
（
死

椴
・
血
稼
・
産
稼
・
肉
臓
・
女
盛
）
に
ま
と
め
ら
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
貴
賎
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
支
配
被
支
配
の
関

係
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
浄
潔
は
別

で
あ
る
。

　
死
に
対
す
る
ケ
ガ
レ
は
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
中
に
、

葬
儀
の
後
で
水
に
入
っ
て
喫
ぎ
を
し
た
と
い
っ
た
内

容
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
か
ら
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
古
事
記
」
に
も
、

黄
泉
国
か
ら
戻
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
水
辺
で
喫
ぎ
を
す

る
場
面
が
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
五
臓
の
中
で
、
死
恥
以
外
は
実
に
血

　
（
血
を
流
す
状
況
）
が
関
係
し
て
い
る
。
古
事
記
の

中
に
は
血
に
関
す
る
ケ
ガ
レ
は
見
あ
た
ら
な
い
。
死

に
対
す
る
ケ
ガ
レ
観
は
、
死
体
が
腐
っ
て
い
く
様
子

を
見
て
生
ま
れ
た
と
想
像
で
き
る
が
、
血
と
い
う
も

の
は
何
故
忌
み
嫌
わ
れ
た
の
か
。

　
最
も
多
く
の
血
が
流
れ
る
場
所
は
戦
場
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
戦
乱
の
末
に
最
後
ま
で
生
き
残
っ
た
者
、

つ
ま
り
支
配
者
た
ち
こ
そ
最
も
ケ
ガ
レ
た
存
在
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
世
に
な
る
と

出
産
や
肉
食
な
ど
に
倭
小
化
さ
れ
て
い
く
の
は
何
故

か
。
そ
こ
に
は
や
は
り
、
鎮
護
国
家
の
も
と
仏
教
が

支
配
層
と
結
び
つ
い
た
結
果
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ

た
「
血
の
ケ
ガ
レ
」
観
が
民
衆
の
間
に
広
ま
っ
た
と

い
う
考
え
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
例
え
ば
死
械
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
死
体
が
そ

ば
に
あ
る
時
に
感
じ
る
異
様
な
気
配
、
そ
の
死
体
を

取
り
巻
く
空
気
に
触
れ
た
と
き
に
そ
の
ケ
ガ
レ
に
染

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
こ
れ
が
触
臓
の
観
念
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
ぞ
ま
し
さ
や
嫌
悪
感

が
実
体
化
し
て
触
稼
観
念
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
。

古
来
そ
れ
は
喫
ぎ
に
よ
っ
て
洗
い
流
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
の
頃
に
な
る
と
よ
り
偏

執
的
に
変
化
し
て
い
き
、
室
町
以
降
の
服
忌
令
な
ど

に
も
神
経
質
な
ま
で
の
厳
格
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
こ
だ
わ
り
が
民
衆
に
広
ま
り
、
ケ
ガ
レ
の
固
定
化

の
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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深澤信善師

　
ま
た
触
稼
に
は
三
転
の
思
想
が
あ
る
。
ケ
ガ
レ
が

当
事
者
を
含
め
三
人
ま
で
伝
播
す
る
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
こ
れ
を
明
治
初
年
に
政
府
が
民
衆
に
適
用
し

た
た
め
混
乱
が
起
き
、
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
た
と
い
う

事
例
が
あ
る
。

　
こ
の
触
臓
の
観
念
と
そ
れ
に
基
づ
く
三
転
の
思
想

が
、
ケ
ガ
レ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
」

　
講
演
終
了
後
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
て
、
午
前
中
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
一
時
よ
り
、
曹
洞
宗
が
制

作
し
た
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
「
自
ら
の
差
別
意
識
を
問

う
」
が
上
映
さ
れ
、
同
和
委
員
の
深
澤
信
善
師
よ
り
、

日野西眞定師

今
ま
で
の
同
和
推
進
へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
制

作
目
的
、
完
成
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
午
後
二
時
よ
り
高
野
山
真
言
宗
金
剛
峯

寺
奥
歯
院
維
那
で
あ
る
日
野
西
眞
定
師
よ
り
「
葬
式

・
年
回
法
要
と
ケ
ガ
レ
」
と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ

い
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

　
「
日
本
に
お
い
て
仏
教
は
、
在
来
の
民
俗
信
仰
に

仏
教
の
要
素
を
う
ま
く
加
味
し
な
が
ら
存
在
し
て
き

た
。
故
に
、
土
着
の
文
化
を
消
失
さ
せ
る
こ
と
な
く

今
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
肉
体
よ
り
も
魂
を
ま
つ
る
こ
と
に
重
き

が
置
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
両
墓
制

で
あ
る
。
魂
を
ま
つ
る
墓
は
、
石
塔
墓
な
ど
こ
し
ら

え
て
子
孫
を
見
守
っ
て
も
ら
う
為
に
見
晴
ら
し
の
良

い
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
る
一
方
で
、
死
者
を
葬
る
墓
は
、

生
活
地
域
よ
り
離
れ
た
山
陰
な
ど
に
作
り
、
あ
ま
り

お
詣
り
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
ま
た
特
に
土
葬
の
場
合
に
墓
の
上
に
多
様
な
も
の

が
設
け
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
木
の
枝
で
覆

っ
た
り
、
墓
を
垣
根
で
囲
っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た

こ
と
を
積
（
も
が
り
）
と
い
い
、
死
者
を
封
じ
込
め

て
お
く
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
は
、
亡
く
な
っ
た
人
は
ケ
ガ
レ
多
い
と
い

う
観
念
が
そ
こ
に
は
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
古
事

記
の
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
話
に
あ
ら
わ
さ
れ

る
よ
う
に
、
古
代
日
本
人
は
死
体
に
対
す
る
嫌
悪
感

を
抱
い
て
お
り
、
そ
れ
が
魂
を
大
事
に
す
る
習
わ
し

の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
残
さ
れ
た
者
は
そ
の
魂
を
い
か
に
キ
ヨ

メ
る
こ
と
に
努
め
る
か
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
家
で
も
魂
を
ま
つ
り
あ
げ
る
拠
り
所
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
位
牌
で
あ
り
、
仏
壇
で
あ
る
。

　
古
い
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
鎌
倉
末
期
に
は
三
十

三
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、

四
十
九
日
法
要
よ
り
三
十
五
日
法
要
が
重
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、
ツ
ミ
ケ
ガ
レ
を

払
う
の
に
功
徳
あ
り
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
法
華
経
が

読
諦
さ
れ
、
善
行
を
積
む
た
め
に
写
経
や
塔
婆
建
立

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

　
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
死

体
よ
り
魂
を
重
要
視
す
る
た
め
、
両
墓
制
に
お
け
る

残
と
石
塔
墓
の
扱
い
の
違
い
、
さ
ら
に
位
牌
を
家
に

ま
つ
り
、
そ
の
魂
を
キ
ョ
メ
る
た
め
年
回
法
要
を
行

う
と
い
っ
た
、
西
洋
と
は
全
く
違
っ
た
葬
制
が
行
わ
．

れ
て
き
た
。
大
ま
か
に
い
う
と
西
洋
は
物
質
、
日
本

で
は
魂
を
重
視
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
日
本
古
来
か
ら
の
ケ
ガ
レ
観
に
即
し
て
キ
ョ

メ
と
い
う
行
為
を
追
善
供
養
に
置
き
換
え
、
仏
教
的

に
儀
礼
化
し
た
の
が
、
葬
儀
で
あ
り
年
回
法
要
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
」

　
講
演
終
了
後
、
会
場
と
の
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

た
。
引
き
続
い
て
閉
会
式
に
移
り
、
蓮
事
務
総
長
の

挨
拶
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
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全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

　
第
四
十
六
回
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
が
、
十

一
月
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
は
、
笹
川
亮
宣
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
副

理
事
長
と
同
有
志
を
式
衆
に
法
要
が
営
ま
れ
、
一
同

献
花
の
後
、
友
廣
和
会
長
に
よ
る
信
条
唱
和
が
行
わ

れ
、
島
田
喜
久
子
理
事
長
の
挨
拶
へ
と
続
い
た
。

　
ま
た
、
台
湾
・
ト
ル
コ
地
震
災
害
支
援
の
た
め
に

「
被
災
地
N
G
O
協
働
セ
ン
タ
ー
」
が
推
進
し
て
い

る
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
運
動
に
協
賛
し
て
い
る
同
婦

人
連
盟
よ
り
支
援
金
が
同
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
に
贈

呈
さ
れ
た
。

　
第
二
部
は
、
高
井
仲
子
副
理
事
長
に
よ
る
開
式
の

辞
に
続
き
、
来
賓
挨
拶
、
普
門
院
診
療
所
の
田
中
貞

雅
先
生
に
よ
る
終
末
医
療
を
中
心
と
し
た
講
演
、
津

軽
三
味
線
の
清
興
が
澤
田
勝
信
一
座
に
よ
り
行
わ
れ

盛
会
で
あ
っ
た
。

埼
玉
県
仏
教
徒
大
会

　
第
二
十
二
回
埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
が
、
「
手
と
手

を
つ
な
ぎ
　
広
げ
よ
う
　
仏
の
心
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
十
月
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
、
飯
能
市
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
参
加
者

を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
法
要
、
式
典
に
引
き
続
い

て
手
話
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
丸
山
浩
路
先
生
が
「
私
は
生
き
て
い
る
　
私

は
何
か
が
で
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
な

い
、
地
元
飯
能
に
縁
あ
る
東
京
都
指
定
無
形
文
化
財

「
八
王
子
車
人
形
」
が
西
川
古
柳
座
一
同
に
よ
り
披

露
さ
れ
閉
会
し
た
。

長
野
県
仏
教
徒
大
会

　
第
四
十
五
回
長
野
県
仏
教
徒
佐
久
大
会
が
、
「
ほ

と
け
さ
ま
に
帰
依
し
、
み
な
共
に
　
い
の
ち
の
限
り

　
つ
く
し
あ
っ
て
　
生
き
ま
し
ょ
う
。
」
を
大
会
テ

ー
マ
に
十
一
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
南
佐
久
郡
臼

田
町
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
を
、
県
内
各
地
か
ら
約
千
二
百

名
も
の
参
加
者
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
て
開
催
さ
れ

た
。
法
要
、
式
典
に
引
き
続
い
て
仏
教
振
興
財
団
理

事
長
の
井
上
信
一
先
生
が
「
仏
教
と
経
済
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
を
行
な
い
、
最
後
に
大
会
宣
言
文
と

次
期
開
催
地
を
発
表
し
て
閉
会
し
た
。

豪
者
務
《
局
解
録
事
多
ミ

　
　
　
　
一
十
一
月
一

　
　
一
日
　
局
内
会
議

　
四
日

　
六
日

　
七
日

十
一
日

十
七
日

三十十十
十五二九
日日日日

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
一

中
村
元
全
量
元
副
会
長
葬
儀
参
列

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

大
阪
府
仏
教
徒
大
会
出
席

日
本
仏
教
保
育
協
会
祝
賀
会
出
席

宗
教
法
人
実
務
研
修
会
出
席

局
内
会
議

同
和
委
員
会

法
律
相
談
室

戒
名
研
究
会

¢
蹴
球
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
一
匹
魯
自
称

⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
年
末
に
頒
布
し
て

　
　
ま
い
り
ま
し
た
『
全
仏
手
帳
』
は
、

　
　
本
年
度
（
一
九
九
九
年
度
）
の
版

　
　
を
も
ち
ま
し
て
、
終
了
と
さ
せ
て

　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
長
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
申
し
上

　
　
げ
ま
す
。

軸
手
長
量
子
窃
窃
窃
黒
部
国
母
窃
窃
窃
窃
窃
窃
勲
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